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今から９年前、2014年の夏、加齢黄斑変性と診断された。初めて聞く病名

である。目に注射すると告げられ、一瞬不安になったた。医師の手元が狂って、

失明するようなことにならないか。その頃、初めて行われたｉＰＳ細胞の臨床研

究の記事には枕詞のように、病名の前に「失明の怖れ」という言葉がついてい

る。ＩＰＳ細胞への希望と失明の不安が入り混じった。

翌年の２０１５年１０月、友の会が会員２０数名で発足した。同じ患者が持

つ不安を少しでも取り除く必要がある。星野さん（事務局長）の尽力で作られた

ホームページを活用しよう。２０１７年、注射する日にカメラを持

参した。若い池田先生に手術の一部始終、消毒、麻酔、注射、

眼帯に至る流れの撮影をお願いした。快く引き受けていただいた。

写真に説明文を加えてホームページに掲載した。なんと、これまで６年間で1

８万5千人が閲覧した。加齢黄斑変性の患者、およそ4人に一人が見ている。

僅か100人にも満たない友の会が、多くの患者に安心を届けていることになる。

１００人と１８万５千人



６月２４日、アステラス製薬株式会社が主催する難

病患者団体交流会にオンライン参加した。

大学教授の国際的な患者会活動の報告に続いて、２

４の難病患者団体をグループに分け、会の運営などの体

験を語り合った。

１対１の対話と討論では、相手の方は「低血糖の患者会」

の代表であった。あらかじめ決められた質問をお互いに応

える方式で進めた。その質問の一つは、「患者会活動で

得られたことは何か」であった。

長年の会社生活を通じて身に沁みついた、物事を数字

で考える習慣から抜け出そうとしてきた。患者会は、それ

ぞれが育った環境、職業、考え方が異なる人の集まりで

ある。そうした人との付き合いを通じて、自分では気の付か

なかったことや、考え方を学ぶことができた。。
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社会見学会
日本銀行と中央公会堂
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友の会としては、初めての試みである社会見学会を6月27日に行っ

た。見学先は日本銀行大阪支店と大阪市中央公会堂を選んだ。

日本銀行旧館は明治、公会堂は大正時代の歴史的建造物である。

日本銀行は「発券銀行、銀行の銀行、政府の銀行」と役割の説明を受け

た後、新館の営業室に案内された。営業室は広い部屋に柱が一本もなく、

多くの職員の方が、都市銀行から持ち込まれるお札の確認などをしていた。

続いて、旧館の階段室、記念室と資料室に案内された。

資料室では、偽造防止技術の説明を受けた。体験コーナー

では1億円の模擬券、１０Kgを持ち上げた。

最後に、来年発行される渋沢栄一の新１万円札などを見せていただいた。

興味深い1時間であった。

撮影が許された記念室

日本銀行大阪支店

天井

床
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春と秋の定例会の会場としている大阪市中央公会堂の展示室を見学し

た。中央公会堂は、大阪北浜の株式仲買人岩本栄之助氏の寄付金に

よって大正時代に建てられた。国指定の重要文化財である。3階には、天

井画などがある特別室が残されている。

見学後、公会堂内のレストランで昼食を食べながら懇談した。参加者か

ら寄付金をいただいた。

階段室

大阪市中央公会堂

大阪には桜の通り抜けで知られる造幣局がある。造幣局は５百円

などの硬貨を作る政府機関で、日本国の刻印がある。日本銀行

は１万円札など紙幣を作るところで、役割分担がされている。



ハイキングと温泉

友の会ニュース 2023年7月 27号

5

５月２３日、新緑の大阪箕面の

森の中をハイキング。緩やかな登

り道２キロを歩いた。

下山すると、駅前の観光ホテル

でランチバイキング。テーブルを囲

んで、近況を語り合い、話題は最

近の社会情勢にまで及んだ。

ホテルの中の大浴場の湯に入り、

汗を流し、疲れを癒した。



障害者用ICカード

友の会ニュース 2023年7月 27号

6

電車やバスなど交通機関を利用する際に、障害者は自動券売機で半

額の乗車券を購入しています。

鉄道会社によって押すボタンが異なるなど、必ずしも便利ではありません。

これを改善するため、障害者用ICカードが導入されます。すでに関東地方

では３月から利用できるようになりました。障害者手帳を窓口に持参すれば

購入できます。

東海、関西地方は２０２４年春目標で準備が進んでいます。

関東；東海

関西



iPS網膜細胞を移植 初の治験開始へ
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目の視野が欠けたり視力が低下したりする重い目の病気の患者に、iPS細

胞から作った網膜の細胞を移植する、初めての治験の計画を国に届け出たと、

開発を行っている製薬会社が発表しました。国の機関の調査を受けたあと、実

用化に向けた治験を進めるとしています。

治験の届け出を行ったのは、大阪市に本社を置く製薬会社の「住友ファー

マ」と、東京のバイオベンチャー「ヘリオス」です。

両社は、視界がゆがんだり視力が低下したりする「加齢黄斑変性」などから

症状が進んだ「網膜色素上皮裂孔」という重い目の病気の患者に、他人の

iPS細胞から作った網膜の細胞が含まれた液体を移植し、機能の回復を目

指す新たな治療法の開発を進めています。

両社は、この治療法の治験の計画書を医薬品の審査を行う国の機関、

PMDA＝医薬品医療機器総合機構に届け出たと、25日発表しました。

iPS細胞から作った網膜の細胞の移植は、理化学研究所などのグループが

2014年に世界で初めて臨床研究として行っています。

住友ファーマは「iPS細胞を用いた治療を一日も早くお届けするために、早

期の有効性・安全性の確認を進めます」とコメントしていて、実用化の時期は、

現時点では再来年度中を目標としていますが、治験の状況を踏まえて検討す

るとしています。

NHK WEBニュースから
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再生医療に残る課題
６月１７日（土）午前７時のNHK

ニュースは番組の後半で「ｉＰＳ

細胞や遺伝子治療の先端医療の課

題」について放送した。

ｉＰＳ細胞を使った再生医療などの治療法が実用化に向けた開発

が進む中で、費用の問題が浮かび上がってきた。

治療に多額の費用が掛かるために公的保険の対象にはならないと

いう現実がある。日本の医療費が年々増加する中で、先端医療の費

用負担はできないという問題である。

今の段階ですべて公的保険に入れ込んでしまうと、

皆保険制度が壊れてしまうのは明らかで、それまで

の移行期は、別の財源でやるべきだと考えている。

誰もが安価に医療を受けられる公的保険制度は日本

人の健康と長寿を支えてきた。しかし、新たな高度医療

をすべて公的保険の対象とするのは現実的ではなくなりつつある。

私たちの健康を支えてきた公的保険を維持しながら、先端医療が使

える仕組みをどう作っていくのか、議論が始まっている。

高橋政代さんの談話 8

番組制作の安土直樹記者コメント
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アステラス製薬は5月1日、米バイオ医薬品企業のアイベリック・バイオ（ニュー

ジャージー州）を約59億ドル（約8000億円）で買収すると発表した。注力分野

である眼科領域での新薬を取得する狙いだ。2023年7〜9月中の買収完了を

見込む。新たな収益の柱に育て、20年代後半にも本格化する主力薬の特許

切れに伴う売り上げ減少に備える。

アイベリック・バイオは米ナスダック市場上場で、眼科領域の新薬の研究開発

に強みを持つ。視力低下を引き起こす目の病気の「加齢黄斑変性」の治療

薬候補を米国で承認申請中だ。米食品医薬品局（FDA）から優先審査に

指定されており、8月19日の審査終了を目標としている。

臨床研究について

臨床研究とは人を対象として行われる医学研究のことをいう。病気

の予防・診断・治療方法の改善や病気の原因の解明、患者の生活の

質の向上を目的として行われる。

治験について

新しい薬が医療の現場で多くの患者さんに使えるようになるために

は、事前に十分な効き目と副作用を確かめる事が必要です。この

「薬の候補」の有効性と安全性を確認し、国に薬として認めてもら

うための、人を対象とした臨床試験のことを「治験」と呼ぶ。治験

は人を対象としているので薬機法とGCPのもと厳しく管理され、患

者の人権や安全を守り、適正に実施されるようになっている。

治験とは（神戸アイセンター病院ホームページ）

このニュースは和歌山在住の女性（８３歳）から寄せられたものです

アステラス製薬、米国企業買収（日本経済新聞5月23日）

https://www.nikkei.com/nkd/company/?scode=4503


森田久美子さんの庭に咲く

紫陽花
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硝子体内注射
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７月１１日、住友病院でアイリーアの注射をした。今年は２月に続いて２回目、

２０１４年８月発症して以来１７回目である。歪みに気付いて１週間後に注射

したので、少ない回数で済んでいる。器具類の写真を撮らせていただいた。

注射器

アイリーア 消毒、麻酔、準備 眼にはめる器具

注射

注射針の太さ 0.3ｍｍ

黒目（角膜）と白目（結膜）の

境界から４ｍｍの位置



Zoom交流会
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５月１３日、Zoomによるオンライン交流会を行った。全国から

１０名の会員が参加した。久しぶりに参加した方もあり、自己

紹介と近況を語りあった。

続いて髙田が「友の会と共に歩んだ７年」という題名で、治療

履歴、患者会活動に関わった動機、これまでの活動経緯などを

スライドを使って話した。

これは６月に予定されている中外製薬株式会社での講演のリ

ハーサルを兼ねたものである。１８ページ以下にスライドの一

部を抜粋して掲載した。

6月の参加者は主宰者を含めて、２名でした。

このため当分の間、休止します。



初夏の花など

関西各地を訪ねて
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「加齢黄斑変性」の前には、枕詞のように「失明の怖れ」という言葉が付く。

それなら、見える内に美しいものを見ておこうと心に決めた。幸い、早期発見

早期治療のおかげで、その心配はない。それでも、美しい花や景色を見ると

心が和む。

石上神宮

（奈良・天理）

おながどり

三室戸寺

（京都・宇治）

満開のつつじ

みずの森公園（滋賀・草津） 蓮

柳谷観音

（京都・長岡京）

紫陽花
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梅田スカイビル 地上４０階

空中庭園や展望台がある。３６０度見渡

せる観光名所。

外国人観光客で混雑している。

地上には水田があり、米が育っている。江戸時代、

この地域は水田であった。「埋め田」が梅田の語源。

商都。大阪 夕陽



心の支え
中外製薬（株）から招待
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加齢黄斑変性症の治療薬「バビースモ」で知られる中外製薬株式

会社から招かれ、患者支援プロジェクトのインタビューと講演のため、

6月19日東京日本橋の本社を訪れた。

初めに、見え方の異変に気付いたきっかけ、や友の会への関わりを説明した。

うれしかったことはと聞かれ、ある女性会員からの電話で聞いた「心の支え」と

いう励ましの言葉と答えた。友の会ニュースは目が悪くて良く読めないが、送ら

れてくることが心の支えだという。

「失明の怖れ」が枕詞のように加齢黄斑変性

につけられる。それならば、「見えるうちに、美し

い景色を見ておこう」と決め、現存十二天守を

訪ねたこと紹介した。

今、一番見たいものは何かと聞かれ、星空と天の川と応えた。子供の頃、

昭和２０年代は、琵琶湖の夜空は真っ暗闇の

世界に包まれた。カシオペア座と北斗七星、東

の空には天の川が広がっていた。

最後にお世話になったスタッフの方と記念写真

を撮影した。

インタビュー
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東京一泊旅行

瀬田川を渡ると緑の近江平野、米原付近ではエレ

ベーター会社の高い塔が見える。

やがて岐阜県に入ると、関ヶ原合戦跡を通過。名古屋を過ぎて、豊橋付

近では太陽光パネルで埋め尽くされていた。浜名湖を見ながら、やがて東

京。

東京駅から中外製薬本社まで歩いた。

ビジネス街の中心地にある。

日本銀行本店横の道を通った。

近くには三越本店もある。

宿泊したホテルから東京駅のホーム全景を眺めることが出来た。

瀬田川 近江平野 エレベーター

関が原 太陽光パネル 浜名湖

日銀通り 日本橋 東京駅
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友の会と共に歩んだ７年
講演の要旨（P16～22）

なぜ患者会

１３年前、妻がかかった難病、血液癌の患者会で出会った女性の

言葉が印象的であった。

「限りある命、生きている間に楽しい思い出を作ってあげて」

医師から聞くことのできない患者や家族ならではの言葉であった。

患者会との関り

患者会の役割、７０歳を過ぎて役立つことは病気以外にはないこと

を自覚。

会員募集と１００人の壁

京阪神の主要な病院を訪ねポスターの掲示を依頼したが、特定の

患者団体に便宜を図れないとの理由から断られた。そこで、ホーム

ページの充実を図り、検索のトップになるようにした。「写真で見る硝

子体内注射」の閲覧件数が多い。それでも会員数は１００人を超えない。

体験談集と友の会ニュース

会員の体験を共有するために、これまで「私の体験談」を第４集まで、

「友の会ニュース」は２６号まで発行した。

対面交流

病気について学ぶための見学会、親睦を深める歩こう会などを開催してきた。

Zoomによるオンライン交流会も行った。

１０月２５日開催予定の定例会で報告する予定
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秋の定例会
市民公開講座

抄録集
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秋の定例会を開催します。

オンラン参加もできます。

参加を待っています。

１０月２５日（水）１時開場

大阪市中央公会堂小集会室

「友の会、８年の歩み」

スライドで髙田が報告の後、友の会

のあり方など、自由に話し合いたいと

思います。

昨年１２月に開催された市民公開

講座の抄録集が主催者のノバルティ

スファーマ株式会社から出されます。

「加齢黄斑変性の理解を深める１時

間」という公開講座です。

友の会アドバイザー五味文先生の

講演に続いて、パネルディスカッション

が行われ、髙田が招かれ、体験を語り

ました。抄録集のコピーは後日配布予

定です。

編集発行人 髙田 忍
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